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中
国
研
究
集
刊 

闕
号
（
総
五
十
八
号
）
平
成
二
十
六
年
六
月　

一
三
八
︱
一
四
六
頁

清
華
簡
『
繋
年
』
お
よ
び

	

郭
店
楚
簡
『
語
叢（
一
）』
の
「
京
」
字
に
関
す
る
一
考
察

曹
　
方
向

（
草
野
友
子 

訳
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
以
下
、
清
華
簡
）『
繋
年
』

お
よ
び
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
以
下
、
郭
店
楚
簡
）『
語
叢
（
一
）』
を

中
心
に
、
戦
国
文
字
中
に
見
え
る
「
京
」
字
に
つ
い
て
考
察
す
る

も
の
で
あ
る（

注
1
）。

一
、
戦
国
文
字
中
の
「
京
」
の
字
例

　

近
年
公
開
さ
れ
た
清
華
簡
『
繋
年
』
第
二
章
の
第
９
簡
・
第
10

簡
に
は
次
の
よ
う
な
字
形
が
あ
る
（
以
下
、
Ａ
と
表
記
す
る
）。

　
　

Ａ 

　

整
理
者
は
Ａ
の
字
を
直
接
「
京
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
こ
こ
に

関
係
す
る
簡
文
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

晉
文
侯
乃
逆
平
王
于
少
鄂
、
立
之
于
京
師
。
…
…
晉
人
焉
始

啟
于
京Ａ

師
。

（
晋
文
侯
は
乃
ち
平
王
を
少
鄂
よ
り
逆む

か

え
て
、
之
を
京
師
に
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立
つ
。
…
…
晋
人 

焉
に
始
め
て
京
師
に
啓
く
。）

整
理
者
は
注
釈
の
中
で
、『
公
羊
伝
』
の
「
京
師
者
何
。
天
子
之

居
也
（
京
師
と
は
何
ぞ
や
。
天
子
の
居
な
り
）」
を
引
用
し
て
こ

れ
を
証
明
し
て
お
り
、
こ
の
用
例
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
字
形
か
ら
見
る
と
、
依
然
と
し
て
疑
問
が
残
る
。

Ａ
は
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
る
戦
国
文
字
の
中
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
字
形
に
類
似
し
て
い
る
。

字
形
１
：

　

（
陶
文
）（

注
2
）

　
　
　
　

（
貨
幣
文
）（

注
3
）

字
形
２
：

　

（
陶
文
、
出
処
は
右
に
同
じ
）

こ
れ
ら
の
字
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
主
流
の
解
釈
は
、
す
べ
て

「
亳
」
と
釈
読
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

注
4
）。

し
か
し
、
早

く
か
ら
、
異
な
る
見
解
を
示
す
研
究
者
も
い
た
。
呉
振
武
氏
は
各

時
期
の
諸
研
究
者
の
意
見
を
全
面
的
に
紹
介
し
、
最
後
に
こ
の
種

の
字
形
は
「
宅
」
に
従
い
、「
亭
」
の
省
略
形
に
従
い
、「
亭
」
と

釈
読
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る（

注
5
）。

こ
れ
に
よ
り
、
先
に
挙
げ

た
陶
文
の
字
形
の
用
法
は
、
比
較
的
合
理
的
な
解
釈
を
得
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

一
方
、
郭
店
楚
簡
に
は
以
下
の
よ
う
な
字
形
が
あ
る
。

字
形
３
：

（『
語
叢
（
一
）』
第
33
簡
）

こ
の
字
形
（
以
下
、
Ｂ
と
表
記
す
る
）
が
あ
る
文
例
は
、「
禮
生

於
莊
、
樂
生
於
Ｂ
（
礼
は
荘
よ
り
生
じ
、
楽
は
Ｂ
よ
り
生
ず
）」

で
あ
り
、
明
ら
か
に
「
亭
」
に
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に

関
し
て
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
い
く
つ
か
の
見
解
が
あ
る

が（
注
6
）、

い
ず
れ
も
適
切
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
か
つ
て
最
も

影
響
が
あ
っ
た
劉
釗
氏
の
観
点
に
つ
い
て
は（

注
7
）、

呉
振
武
氏
が

そ
の
中
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
呉
振
武
氏
は
字
形
３
を「
寧
」

と
釈
読
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

有
名
な
子
犯
編
鐘
銘
文
が
鐘
を
作
っ
た
目
的
に
つ
い
て
述
べ

る
時
、「
用
匽
（
燕
）
用
寍
（
寧
）」
と
い
う
一
語
が
あ
り
、

人
の
安
寧
と
音
楽
の
関
係
と
は
、
こ
こ
に
お
い
て
理
解
す
る

べ
き
で
あ
る
。
音
楽
が
人
を
安
寧
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

以
上
、
人
の
安
寧
に
も
ま
た
音
楽
が
必
要
で
あ
り
、
簡
文
の

「
樂
生
於
寧
」
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
で
あ
る
。

ま
た
、「
禮
生
於
莊
、
樂
生
於
Ｂ
」
の
二
句
に
対
す
る
注
釈
に
は
、
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「
礼
儀
は
荘
敬
に
よ
っ
て
生
じ
、音
楽
は
安
寧
に
よ
っ
て
生
じ
る
。」

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
文
意
を
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。
簡
文
の
こ
の
八
字
は
礼
・
楽
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、

例
え
ば
、
儒
家
の
説
く
「
樂
者
、
心
之
動
也
（
楽
は
、
心
の
動
な

り
）」（『
礼
記
』
楽
記
）
に
基
づ
く
と
、
Ｂ
は
心
の
あ
る
種
の
状

態
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
解
釈
が
適
切

で
あ
る
と
考
え
る
に
は
、
依
然
と
し
て
論
拠
が
不
十
分
で
あ
ろ

う
。

　

Ａ
の
字
例
を
見
る
と
、
Ｂ
と
同
じ
く
、「
亭
」
字
を
用
い
て
解

釈
す
る
に
は
あ
ま
り
適
合
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
こ
の
種
の
字
形
は
さ

ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
楚
地
か
ら
出
土
し
た
戦
国
簡
冊
中

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
字
形
が
あ
る
。

字
形
４
：

（	

上
博
楚
簡
『
三
徳
』
第
７
簡
に
三
例
、

お
よ
び
第
21
簡
）

こ
の
字
形
（
以
下
、
Ｃ
と
表
記
す
る
）
は
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
中

に
四
例
見
ら
れ
、
写
法
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
第

21
簡
は
竹
簡
の
残
欠
に
よ
り
、
字
例
が
完
全
と
は
言
え
な
い
た

め
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
こ
と
と
す
る
。
第
７
簡
の
簡
文
は
、

「
皇
天
弗
京
」、「
上
帝
弗
京
」（
こ
の
句
は
二
度
見
ら
れ
る
）
と

な
っ
て
お
り
、
整
理
者
の
李
零
氏
は
「
京
」
を
「
諒
」
と
釈
読
し

て
い
る（

注
8
）。

陳
偉
氏
は
こ
の
字
に
疑
問
を
抱
い
て
お
り
、「
下

部
に
つ
い
て
言
え
ば
、
楚
簡
中
に
見
ら
れ
る
「
就
」
字
に
よ
く
似

て
い
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
葛
陵
楚
簡
乙
四
・
第
109
簡
の
字
形
を

例
と
し
て
、
こ
の
字
を
「
就
」
と
釈
読
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い

る（
注
9
）。

李
零
氏
が
釈
す
る
「
京
」
字
は
、
戦
国
文
字
の
「
京
」

字
と
確
か
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

字
形
５
：

（『
陶
彙
』
５
・
４
３
７
）（

注
10
）

　
　
　
　

　

（
貨
幣
文
）（

注
11
）

　
　
　
　

（
戈
）（

注
12
）

以
上
の
字
形
を
見
る
と
、
李
零
氏
が
Ｃ
を
「
京
」
と
釈
す
る
の
は

正
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。『
三
徳
』
で
は
、「
京
」
は
「
諒
」
と
読

み
替
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
字
例
や
韻
脚
か
ら
も
適
切
で
あ
る

と
言
え
る（

注
13
）。

李
守
奎
氏
は
、
李
零
氏
の
「
京
」
と
釈
す
る
意

見
を
肯
定
し
た
後
、
以
下
の
説
を
提
示
し
て
い
る
。

楚
国
の
「

」
字
は
多
く

に
作
り
、
従
う
と
こ
ろ

の
「
亯
」
と
「
京
」
と
は
偏
旁
を
共
有
し
て
お
り
、
一
種
の

（ 140 ）



簡
略
化
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
。
も
し

字
の
中
間
の

を
取
り
除
く
な
ら
ば
、
残
る
文
字
は

で
あ
る（

注
14
）。

こ
の
「
京
」
字
の
旁
の
写
法
と
Ｃ
も
非
常
に
近
い
。
さ
ら
に
、

字
形
６
：

（
葛
陵
楚
簡
乙
４
︱
96
）

こ
の
よ
う
に
、「
就
」
字
の
従
う
と
こ
ろ
の
「
京
」
字
の
例
も
あ

り
、
参
考
に
値
す
る
。
こ
の
字
の
下
半
部

と
Ａ
と
の
区
別

は
、
主
に
縦
画
が
湾
曲
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
周
知
の
通

り
、
戦
国
文
字
は
、
時
に
は
縦
画
は
下
に
垂
れ
、
末
尾
も
湾
曲
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
葛
陵
楚
簡
の
「
就
」
字
は
一
般

的
に

（
甲
３
︱
137
）
と
書
写
さ
れ
、
ま
た
以
下
の
よ
う
に
も

書
写
さ
れ
て
い
る
。

字
形
７
：

（
葛
陵
楚
簡
甲
３
︱
56
）

こ
の
種
の
縦
画
の
湾
曲
は
、
葛
陵
楚
簡
中
に
比
較
的
よ
く
見
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、清
華
簡
『
繋
年
』
の
整
理
者
が
Ａ
を
「
京
」

と
釈
す
る
説
は
成
立
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ａ
と
Ｃ
と
の
区
別
と

し
て
は
、「
高
」
字
の
下
部
分
の
「
口
」
を
省
い
た
筆
画
が
、
Ｃ

は
右
側
が
下
に
向
か
っ
て
折
れ
て
い
る
一
方
、
Ａ
は
下
に
折
れ
て

い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
以
下
の
よ
う
な

前
例
が
あ
る
。

字
形
８
：

　

（
包
山
文
書
、
第
49
簡
）

字
形
９
：

　

（
望
山
二
号
墓
、
第
13
簡
）

葛
陵
楚
簡
甲
３
︱
56
の
よ
う
な
「
就
」
字
は
、
郭
店
楚
簡
と
包
山

楚
簡
の
中
に
あ
り
、
縦
画
が
下
に
垂
れ
た
後
に
は
転
折
の
写
法
が

見
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
書
き
手
の
書
写
の
習
慣
が
そ
の
よ
う
に

さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ａ
・
Ｂ
は
葛
陵
楚
簡
乙
４

︱
96
と
は
異
な
り
、
縦
画
が
湾
曲
し
て
い
て
、「
乇
」
と
形
が
近

い
字
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
楚
文
字
中
に
大
量
に

（
郭

店
楚
簡
『
老
子
』
乙
本
第
８
簡
）
の
よ
う
な
字
が
出
現
し
、
独
体

（
一
個
の
部
分
で
字
を
な
す
文
字
）
の
「
京
」
字
の
下
部
の
写
法

は
こ
れ
と
接
近
し
て
い
る
た
め
、「
類
化
」
の
現
象
と
し
て
解
釈

し
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い（

注
15
）。

こ
れ
と
平
行
す
る
現
象
と
し

て
、「
年
」・「
帀
（
師
）」
な
ど
の
字
を
例
と
し
て
挙
げ
て
み
よ

う
。
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【
表
１
】

　
【
表
１
】
を
見
る
と
、
Ａ
と
Ｃ
と
の
一
つ
の
区
別
と
し
て
は
、

下
側
の
筆
画
の
運
筆
方
向
が
異
な
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
筆
画
の
正
・
反
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
例
え
ば
表
中
の

包
山
楚
簡
の
第
２
簡
・
第
12
簡
の
「
帀
」
字
は
こ
の
一
種
で
あ

る
。
Ｂ
の
上
部
の
「
宀
」
字
の
頭
の
下
に
は
「
口
」
に
近
い
形
の

筆
画
が
あ
り
、
こ
の
種
の
区
別
は
同
一
の
文
字
の
異
な
る
写
法
で

あ
り
、
本
論
の
最
初
に
列
挙
し
た
「
亳
」
字
あ
る
い
は
「
亭
」
字

が
参
考
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
三
字
を
「
京
」
と
釈
読
す
る
の

は
、
成
立
可
能
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
の
は
じ
め

に
列
挙
し
た
陶
文
・
貨
幣
文
の
字
形
は
、
Ａ
・
Ｂ
の
写
法
と
非
常

に
近
い
。
こ
れ
ら
の
「
京
」
字
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
趙
平
安
氏

に
よ
る
優
れ
た
解
釈
が
あ
り
、
参
考
に
値
す
る（

注
18
）。

二
、
郭
店
楚
簡
『
語
叢
（
一
）』
の
「
京
」
字

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
郭
店
楚
簡
『
語
叢
（
一
）』
の
「
禮
生
於

莊
、
樂
生
於
京
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

前
述
の
例
や
Ｃ
字
に
よ
っ
て
「
京
」
を
「
諒
」
と
釈
読
す
る

と
、
諒
解
あ
る
い
は
誠
・
信
な
ど
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。『
礼
記
』
楽
記
に
、
以
下
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

「京」 「年」 「帀」 「乇」に従う字

１ （Ａ）
   九店56号墓楚簡
   第26簡

   上博楚簡
   『容成氏』第5簡

  	包山楚簡 第228簡

  	上博楚簡
  	『武王践祚』第1簡

   包山楚簡 第277簡
（注〈〈）

   上博楚簡
   『容成氏』第2簡「宅」

2
（Ｂ）

（Ｃ）

	 包山楚簡
	 第126簡

	 郭店楚簡
	 『成之聞之』第30簡

     	包山楚簡
第2簡・第12簡

  	上博楚簡
  	『呉命』第8簡

   郭店楚簡
『成之聞之』第34簡「宅」

    包山楚簡
    第171簡「宅」（注〈〈）
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禮
樂
不
可
斯
須
去
身
。
致
樂
以
治
心
、
則
易
・
直
・
子
・
諒

之
心
、
油
然
生
矣
。
易
・
直
・
子
・
諒
之
心
生
則
樂
。
樂
則

安
。
安
則
久
。
久
則
天
。
天
則
神
。

（
礼
楽
は
斯し

ば
ら
く須

も
身
を
去
る
べ
か
ら
ず
。
楽
を
致
し
て
以
て

心
を
治
む
れ
ば
、
則
ち
易
・
直
・
子
・
諒
の
心
、
油
然
と
し

て
生
ず
。
易
・
直
・
子
・
諒
の
心 

生
ず
れ
ば
則
ち
楽
し
む
。

楽
し
め
ば
則
ち
安
し
。
安
け
れ
ば
則
ち
久
し
。
久
し
け
れ
ば

則
ち
天
な
り
。
天
な
れ
ば
則
ち
神
な
り
。）

郭
店
楚
簡
『
語
叢
（
一
）』
に
見
え
る
「
樂
生
於
諒
」
は
、『
礼

記
』
楽
記
の
「
易
・
直
・
子
・
諒
之
心
生
則
樂
」
の
別
の
一
種
の

表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
語
叢
（
一
）』
の
側
は
表
現
が

比
較
的
単
純
で
あ
る
。『
礼
記
』
楽
記
は
、
四
種
の
「
心
」
が

「
樂
」
を
生
成
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
簡
文
で

は
た
だ
そ
の
中
の
一
つ
に
つ
い
て
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か

し
、
両
者
の
基
本
精
神
は
一
致
し
て
お
り
、「
諒
」
は
原
諒
（
許

す
、
容
認
す
る
）
と
解
釈
で
き
、
つ
ま
り
寛
容
な
態
度
を
表
し
て

い
る
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
誠
・
信
と
解
釈
で
き
、
あ
る
い
は
善

良
の
「
良
」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
と
易
（「
和
易
」）・

直
（「
正
直
」）・
子
（「
慈
愛
」）
と
は
す
べ
て
心
の
修
養
の
優
れ

た
資
質
（
品
性
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る（

注
19
）。『

礼
記
』
楽
記

に
は
、
先
に
引
用
し
た
段
落
が
終
わ
っ
た
後
に
以
下
の
よ
う
な
一

文
が
あ
る
。

致
禮
以
治
躬
則
莊
敬
。
莊
敬
則
嚴
威
。
心
中
斯
須
不
和
不

樂
、
而
鄙
詐
之
心
入
之
矣
。
外
面
斯
須
不
莊
不
敬
、
而
易
慢

之
心
入
之
矣
。
故
樂
也
者
、
動
於
內
者
也
。
禮
也
者
、
動
於

外
者
也
。

（
礼
を
致
し
て
以
て
躬
を
治
む
れ
ば
則
ち
荘
敬
な
り
。
荘
敬

な
れ
ば
則
ち
厳
威
あ
り
。
心
中
斯
須
も
和
せ
ず
楽
し
ま
ざ
れ

ば
、
而
ち
鄙
詐
の
心 

之
に
入
る
。
外
面
斯
須
も
荘
な
ら
ず

敬
な
ら
ざ
れ
ば
、
而
ち
易
慢
の
心 

之
に
入
る
。
故
に
楽
な

る
者
は
、
内
に
動
く
者
な
り
。
礼
な
る
者
は
、
外
に
動
く
者

な
り
。）

礼
・
楽
が
内
外
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
儒
家
学
派
に
よ
く

見
ら
れ
る
言
説
で
あ
り
、
簡
文
の
「
禮
生
於
莊
、
樂
生
於
諒
」

は
、
先
に
引
用
し
た
『
礼
記
』
楽
記
の
二
つ
の
文
の
精
神
と
も
基

本
的
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
『
論
語
』
八
佾
篇
に
は
、「
子
曰
、
人
而
不
仁
如
禮
何
。
人
而
不

仁
如
樂
何
。（
子
曰
く
、
人
に
し
て
不
仁
な
ら
ば
、
礼
を
如
何
せ

ん
。
人
に
し
て
不
仁
な
ら
ば
、
楽
を
如
何
せ
ん
。）」
と
あ
り
、
何

晏
注
に
は
、「
包
曰
、
言
人
而
不
仁
、
必
不
能
行
禮
樂
。（
包
曰

く
、
人
に
し
て
不
仁
な
ら
ば
、
必
ず
礼
楽
を
行
う
こ
と
能
わ
ざ
る
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を
言
う
。）」
と
あ
る
。
ま
た
、
邢
昺
疏
に
、「
此
章
言
禮
樂
資
仁

而
行
也
。「
人
而
不
仁
如
禮
何
人
而
不
仁
如
樂
何
」
者
、「
如
」、

奈
也
。
言
人
而
不
奈
此
禮
樂
何
。
謂
必
不
能
行
禮
樂
也
。（
此
の

章 

礼
楽 
仁
に
資
り
て
行
う
を
言
う
な
り
。「
人
に
し
て
不
仁
な

ら
ば
礼
を
如
何
せ
ん
、
人
に
し
て
不
仁
な
ら
ば
楽
を
如
何
せ
ん
」

と
は
、「
如
」
は
、
奈
な
り
。
人
に
し
て
此
の
礼
楽
を
奈
何
と
も

ぜ
ざ
る
を
言
う
。
必
ず
礼
楽
を
行
う
こ
と
能
わ
ざ
る
を
謂
う
な

り
。）」
と
あ
る
。
孔
子
の
「
仁
」
が
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
実
に

豊
富
で
あ
り
、
例
え
ば
、『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
子
張
問
仁
於
孔

子
」
の
章
に
は
五
種
の
「
仁
」
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
恭
・

寬
・
信
・
敏
・
惠
」
と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
恭
敬
が
「
莊
」
に
近

く
、
寛
容
あ
る
い
は
誠
信
が
「
諒
」
に
近
い
な
ら
ば
、「
禮
樂
資

于
仁
」（
礼
楽
は
仁
に
基
づ
く
）
は
、
あ
る
種
の
程
度
上
で
は
、

ま
さ
に
「
禮
生
於
莊
、
樂
生
於
諒
」
と
も
言
え
る
。

　

先
秦
の
典
籍
は
礼
楽
に
関
す
る
資
料
が
非
常
に
豊
富
で
あ
る
。

簡
文
は
格
言
の
形
式
に
よ
っ
て
礼
楽
と
心
の
資
質
（
品
性
）
の
生

成
関
係
を
述
べ
て
お
り
、『
礼
記
』
楽
記
な
ど
の
文
献
と
伝
承
関

係
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
戦
国
文
字
中
に
見
え
る
「
京
」
字
を
検
討
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で

・

・

・

・

な
ど
の
字

形
は
、「
亳
」・「
亭
」・「
京
」
な
ど
と
釈
読
さ
れ
て
き
た
が
、
本

論
を
総
括
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
京
」
と
釈
読
す
る
の

が
正
し
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
下
部
の
写
法
の
差
異
は
、
戦

国
文
字
の
中
で
は
決
し
て
特
異
な
例
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
清
華

簡
『
繋
年
』
に
お
い
て
は
「
京
師
」
の
「
京
」、
上
博
楚
簡
『
三

徳
』
お
よ
び
郭
店
楚
簡
『
語
叢
（
一
）』
に
お
い
て
は
「
京
」
と

釈
し
、「
諒
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、『
語
叢

（
一
）』
の
「
禮
生
于
莊
、
樂
生
于
諒
」
と
『
礼
記
』
楽
記
で
は
、

礼
・
楽
と
人
の
心
の
修
養
と
の
関
係
を
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
対

比
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
献
が
述
べ
て
い

る
こ
と
は
全
て
が
同
じ
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
我
々
が
古
人

の
礼
・
楽
観
念
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
）
以
下
に
引
用
す
る
釈
文
は
、『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
二
）』（
清
華

大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
、
中
西
書
局
、
二
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〇
一
一
年
十
二
月
）、
お
よ
び
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』（
荊
門
市
博
物
館
編
、

文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
五
月
）
に
よ
る
。

（
２
）
王
恩
田
『
陶
文
字
典
』（
斉
魯
書
社
、二
〇
〇
七
年
一
月
）、一
三
六
頁
。

ま
た
、
湯
餘
恵
『
戦
国
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
十

二
月
）、
三
三
九
頁
も
参
考
に
な
る
。

（
３
）
呉
良
宝
『
先
秦
貨
幣
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
三

月
）、
八
一
頁
。

（
４
）
例
え
ば
、
筆
者
が
こ
れ
ら
の
字
形
を
引
用
し
た
時
に
依
拠
し
た
三
種

の
辞
典
・
文
字
編
（
注
２
・
３
参
照
）
で
は
、
す
べ
て
「
亳
」
の
字
の

項
目
に
こ
の
文
字
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
呉
振
武
「
談
左
掌
客
亭
陶
璽
︱
従
構
形
上
解
釈
戦
国
文
字
中
旧
釈
為

「
亳
」
的
字
応
是
「
亭
」
字
」（
中
国
古
文
字
会
第
十
八
次
年
会
論
文
、

二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
）
参
照
。
以
下
に
引
用
す
る

呉
振
武
氏
の
説
は
、
す
べ
て
こ
の
論
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
た
め
、

重
ね
て
注
記
し
な
い
。

（
６
）
陳
偉
等
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』（
経
済
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
九
年
九
月
）、
二
四
八
頁
注
釈
一
五
、
お
よ
び
武
漢
大
学
簡
帛
研

究
中
心
・
荊
門
市
博
物
館
編
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
合
集
（
一
）
郭

店
楚
墓
竹
書
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）
一
四
五
頁
注
釈

三
三
参
照
。

（
７
）
劉
釗
氏
は
、「
亳
」
と
釈
し
、「
度
」
と
読
み
替
え
て
い
る
。
劉
釗
「
読

郭
店
楚
簡
字
詞
劄
記
（
一
・
二
・
三
）」（『
出
土
簡
帛
文
字
叢
考
』、
台

湾
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
参
照
。

（
８
）
李
零
氏
に
よ
る
釈
文
は
、『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）』（
馬

承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）、
二
九
三
頁
参

照
。

（
９
）
陳
偉
「
上
博
楚
簡
（
五
）
零
劄
（
一
）」、武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
「
簡

帛
網
」（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）、
二
〇
〇
六
年
二
月
二
十
四
日
。

（
10
）
王
恩
田
『
陶
文
字
典
』（
前
掲
書
）、
一
三
九
頁
。
湯
餘
恵
『
戦
国
文

字
編
』（
前
掲
書
）、
三
四
一
頁
。

（
11
）
呉
良
宝
『
先
秦
貨
幣
文
字
編
』（
前
掲
書
）、
八
三
頁
。

（
12
）
孫
剛
『
斉
文
字
編
』（
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文
、二
〇
〇
八
年
四
月
）、

一
一
〇
頁
。

（
13
）
王
晨
曦
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
三
）〈
三
徳
〉
研
究
』（
復

旦
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）、
三
七
～
三
八
頁
。

（
14
）
李
守
奎
「
包
山
楚
簡
120
︱
123
号
楚
簡
補
釈
」（『
出
土
文
献
与
伝
世
典

籍
的
詮
訳
』、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）、
二
〇
九
頁
。

（
15
）
こ
れ
は
す
な
わ
ち
劉
釗
氏
が
論
ず
る
と
こ
ろ
の
「
同
一
系
統
の
そ
の

他
の
文
字
の
影
響
を
受
け
て
発
生
し
た
類
化
」
で
あ
る
。
肖
毅
氏
は
こ

れ
を
「
字
外
同
化
」
と
称
す
る
。
劉
釗
『
古
文
字
構
形
学
』（
福
建
人
民

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）
第
六
章
第
二
節
、
お
よ
び
肖
毅
『
楚
簡

文
字
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）
第
二
章
第
四
節

参
照
。

（
16
）
こ
の
字
は
「
糸
」
に
従
い
「
乇
」
に
従
う
が
、
具
体
的
な
釈
読
に
つ
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い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
つ
。
劉
国
勝
『
楚
喪
葬
簡
牘
集
釈
』（
科
学
出

版
社
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
）、
六
四
頁
注
釈
八
一
参
照
。

（
17
）
こ
の
字
は
整
理
者
は
「
反
」
と
釈
し
、
何
琳
儀
氏
は
改
め
て
「
宅
」

と
釈
し
て
い
る
。
陳
偉
等
著
『
楚
地
出
土
戦
国
簡
冊
［
十
四
種
］』（
前

掲
書
）、
八
四
頁
注
釈
四
三
参
照
。

（
18
）
趙
平
安
氏
は
、
陶
文
の
「
京
」
は
穀
倉
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て

い
る
（「「
京
」「
亭
」
考
弁
」、『
復
旦
学
報
（
社
会
科
学
版
）』、
二
〇
一

三
年
第
四
期
）。
筆
者
は
本
論
の
初
稿
に
お
い
て
、「
亭
」
と
読
み
、
地

方
で
賓
客
を
接
待
す
る
宿
泊
所
で
あ
る
と
見
な
す
呉
振
武
氏
の
解
釈
に

は
道
理
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、「
京
」
と
「
亭
」
と
は
通
仮
の
関
係

に
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
は
、
趙
平
安
氏
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

（
19
）
括
弧
内
の
解
釈
は
、
楊
天
宇
『
礼
記
訳
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

〇
〇
四
年
七
月
、
五
〇
二
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

【
附
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
に
執
筆
を
開
始
し
、
二
〇
一
二
年
に
「
小
議
清

華
簡
〈
繋
年
〉
及
郭
店
簡
中
的
「
京
」
字
」
と
し
て
発
表
し
た
（
武
漢
大

学
簡
帛
研
究
中
心
「
簡
帛
網
」（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/

）、
二
〇
一

二
年
一
月
二
日
）。
草
稿
は
か
つ
て
李
天
虹
先
生
・
劉
国
勝
先
生
・
楊
華
先

生
・
宋
華
強
先
生
・
郭
永
秉
先
生
ら
の
ご
教
示
・
ご
批
正
を
賜
っ
た
。
二

〇
一
三
年
に
は
、
趙
平
安
先
生
に
直
接
ご
教
示
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、

氏
の
論
文
中
に
は
筆
者
の
見
解
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
十
二
日
に
、
大
阪
大
学
に
お
い
て
中
国
出
土

資
料
講
座
「
戦
国
文
字
中
的
「
京
」
及
相
関
問
題
」
と
し
て
発
表
す
る
機

会
を
得
た
。
そ
の
際
、
湯
浅
邦
弘
教
授
・
竹
田
健
二
教
授
・
福
田
一
也
博

士
・
草
野
友
子
博
士
・
金
城
未
来
博
士
お
よ
び
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究

室
の
方
々
よ
り
ご
教
示
・
ご
批
正
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
草
野
博
士
に
は
講

座
の
際
の
日
本
語
通
訳
と
本
稿
の
翻
訳
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
各
位
の
ご

厚
情
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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